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{研究目的及び事菱総]

主主が図においては、平成� 16、17停に罵顔色ちな霊長中絞

繭の重震発� Jてゆ住設規模を緩える洪水が発生し、ブセ燦燦な人

的・物的議員宅撃が発生してもも。これを受けて、書資総災害事対

策総合政策委員会(弔問主� 16年� 11尭君主総)や大規模事李総

災後対策検討会{平成17年10丹殺後}においては、円滑

かつ迅速な避織にま愛する情報提供!J)充実当事について機

密主宣されている。

菌、都滋ij守果、市町村j立、*叙情報、洪水予線、

i主方盤倣主導、ヰヒ軽量地方専裏側主唱{除話器JII罪lill事務所、新潟

ま造語司7↑;(支所も苦言U')から 30名の券j揺の下、� D1 

GJきまえのケーススタダィ綴査を行った。

[研究成祭]

(1)近年の氷著書に鈍する特徴分析

近年の洪水を主主象に人約被害事の発生要望号線について

ま罵交を行った。対象とした洪水を次ベ…ジのきを� 11こ示

すゆ近年喜年間で369~品が命を落としてお号、発生聖書k時 

警戒*1.立総i牽f占報等のi i土、自宅が滅失.i日j機し溺死した1;1Jのほか、歩行での商長日し、j鱗殺を住民へ11可)

4ネN患にあってはiお先iこ応じて避難効後絡を発令することと

なるが、地形状況やm書室特性等によち後E廷の避難形態が

察fよることから、それら I~tたiii切なタイミングで綾織寄りj

告等に芸をする河川情報を後{供することが、月後かっ込漆

なi盛灘の事監僚のために~i1::"，採である。

本研究では、� E主役淡水における被害専練習子、避難実緩

や務総文献:等を参考iこしつつ、安金主主義喜幾行動を文去最

する効果的なf可)111信号線縫供について検討を行っ� Tぉ

[研究内務]

平成18得度は、jIi[)11筋l防災線よ号提供dれた近年の*

苦手にB却する統計Z韓交をもとに被害の実寝室を総主ました。さら

に、線形状況やIsj駁終没者事に対応した伎伐のi壁草壁形険

金獲聖堂・分析し‘それらに応じた河内!情報擬供!J)許可理事、グ

イミング、手数iこ関する検討をfすっ丸J

平成l自然波紋、自治体の防災鐙当者に対して、

勧告撚令書事iこ器きする器製産語、住民の遜菜室?器産撃の災1曲、� f可� 

JII!雪線機供のタイミングについて� Eア歩ング調査を行

った。また、前年E置の検討内容を中背後し、有男性のあ

るものにするため、新潟~!M霊潟市役目rrにおいて、 ~t器量 

i駿難中に昔話、流tこのまれ溺死したり、主主水した道路の*

没車両から脱仕IrH采ずに死亡しているケースも多数あ

っずらとのことから、予言iこi幾雄所へ避難ずることが最

奔ではなく、氾濫将校や浅水状況に応じてi議湧な遊線

形態i主主主な号、それぞれの特伎を十分に考i脅し湾)11情
報提供をしていくことが重要であることが分かった。� 

(2 )地形状況と 5s慈特性に1;(;じた滋灘形態分類

近年の洪水による人的被言撃の分析から滋形状況や18 
i濫特彼等に応じた滋草tti悲喜撃を考慮したi慾薬草勧告智が必要

であるとの考えから、1日義壁流速の大小、告華社く苦震の大小、

流体フりの大小、泌総水到達善寺僚の袋線、浸水継絞!簿僚

の長短の7日?駁守幸絞め� 5要素と‘泌総務素をもとに機*

主主定区域をA(家屋修j壊流I.ll)，� B (家屋完全ノ1<;iJl:)、 c
(i会)11地下怨問水没入� D(若手2詰)11地下空欝}水型史上� E(屋

内{磁波.ト人的被害警)，� F (君主内孤立後調書偽.E塁外人

的被議}、� G (皇室外人的被若手〉、計{段外人的被害)0)8 

つのゾーンに分綴し、分類された若手ゾーンで想定され

る被害像、総選義者詩告発令の.;;イミング、避難勧告告発令

の約緩材料lこ闘しての告知討を干すい、とりまとめた。� 

-363 



岩盤� 1人的被害を霊童獲した対敏洪氷

生存 被災日 災主普名 死者数

平成刊年� 6/23-713 務機事号線豪F詰� 39 

平成刊年� 8113-臨時 号車い熱帯事ま然症に� 
よる大悶

17 

平成甘年� 9121-9125 台風第情勢� 30 

平成� 12年 創刊� -9112 Jli:i措荻附線級官罪障害� 
事事と宮脇� 14号iこよ
るブて時手

10 

平成� 15年� 7118-7121 機綴喜君主車窓際� 23 

平成� 15年 官7-8/10 台滋第� 10号� 17 

平成� 16年� 7112-7113 平成措年� 7)号車丹� 
j!l， . 

16 

平成時停� 8117-8120 台風情時過v:綴遂� 
ずる大ffi

1Q 

平成惜年� 8127-8よ31 活安滋持116号� 14 

平成� 16年� 914-918 台員立第相号� 42 

平成悼年 動'26-9/30 台滋第� 21号� 25 

平成� 16年 知情-1α21 台属!!i23号� 95 

平成� 18年 苦虫若-7129 機背i車電線3霊感� 3D 

合計� 369 

(3)怠;告体ヒアリング

液難勧告発令婚に関する綴題、住民の機襲撃務官撃の実

態、河)1ft毒殺幾燃のタイミングについて、ヒアヲング

調査結県rJ)総事遣は以下� 3点で為った号

①被災シナヲオの怒定が愛媛である

泌総特性・湾)11キ税金のi酷いや鋒雲母状況・書官災防総

などによって、被災災織とその対応急I~要伐るため、

特性に応じた被災シナFオを想定し、シナリオに

員立った紡災・読ま災対策を実践オる必授がある。� 

②Isi後専寺徐によるゾーン!T)分書道は有効である� 

I 可}IIであっても地域ごとの氾灘特性や事臨み恥機尚一1
i設によ号、被災形総決ぴ君主るべき避難方僚が異な

るため、氾喜重寺寺銭によるゾーニングを考日置した河� 

)lli情報機C誌が必築かっ宥効である

主主被災シナリオによぶじた遜灘勧告とf<す)JI1警報提供が

lli:縦である

臨治体からの勧告等の鈴令や住民の自主i謹絞めた

めの事言葉号本才料として、気象終戦・河川情報 V~t必察

とされてお号、� 1立証監特性等に応じた情報内務と、

自治体の1務災カ・防災怠1龍にあった関)11情報提供

品1~<められている。 

(4) D I G方式ケスス告ヂィ{図工)� 

練}カまたのケーススタディを葬者11(災害図上習D 1 G 

まえ、� m語草寺寺伎を考l抵したゾーニングを義iとf宇長記した� 
I日経リ兄クマクブrJ)~娘、新たな符)1( 1背線機供の効5裂

などについて，まとめたところ、以下めようであった。� 

.ru滋水の剣道撃が患いエロアを滋絞し、暴めに避難勧

舎を発令するかを検波するのに世スタ?シプ(図� 

2) I立有効ヤあるm 

.:r事供託護襲撃が必要な地域を絞寺町広報Ji;:を思すルー

トやお戸君主濁先のi盟主主に滋よ話することで嫡f絡を

微笑に伝達できる.

・2階にいたほうが俊金な地域を分けることができ

れば、避難者せないことも考えることが守きる。

.手スグすツブl主、平野寺においても、事故緩ru~監の被

災シナロオの啓発に有効であり、リスクの語義主語感

も伝わるので、� i畦英語惑の向上にも期待できる。

《歳車速鈴舎のタイミング� 3包リアの総額:> <~水草舎の対応.りωタシω争1:1"-'鵠.豹"演をむ〉

図，� D I G75軍需によるケースス$1ヂィの裕子� 

2草壁 ì[!~誌リスウマップの例(後阪市}

[成般の}話線]

本研究における地形状況や氾滋終性等に対応する総

襲撃形態に応じた符)111脅報縫供の内容・~イミング者事。う

燦然のあり方について検討した結果をマエユュアノレ化し、� 

1務係機弱に配布することで、適切な内主筆・タイミング

での符}III脅織の提供や、途方公共閲体における湾)111官

報官有効にi話用したi駐車監言十議立の策定に役立ち、住民rJ)

悶滑かっ迅速な遊銀行動lこ罪者びっく。

川� 3詰4


